
イタリア巡礼記（二）

        　フランシスコ・ザベリオ 日野 武満 神父 

４月２９日、横浜の末吉町教会で司祭叙階式が行われました。叙階式の中で、受階者は床に伏せて参列者の聖人
の連願の祈りを受けます。私も同じように、４９年前の諸聖人の連祷の響きを思い出していました。

イタリア巡礼記 ( 一 ) は、イタリア・チビタヴェッキア日本２６聖殉教者教会でした。( 二 ) は、イタリア・ラヴェ
ンナの聖アポリナーレ・ヌオーボ教会です。イタリアは、（日本と同じように南北に長く）長靴のようです。隣国は、
オーストリア・フランス・スイス・ユーゴスラビアに接しています。

チビタヴェッキアの日本２６聖殉教者教会巡礼後、海岸近くのコーヒー店に入りました。

「日本から来ました」と挨拶すると、「良く来ました」と迎えられました。そこで、ラヴェンナにも２６聖殉教者
の教会があることを聞きました。急きょアッシジ行きを延ばし、ラヴェンナへ行くことにしました。ローマから国
鉄で３時間、アドリア海に面した [ イタリア世界遺産５０世界一 ] にあり、世界遺産の町で市内では自家用車以外
は入れません。二日間の滞在中、古代は港湾で栄えた町は浅瀬になり平坦な土地で、自転車を借りて巡りました。

約１５００年前の歴史遺産が数多く残存していますが、今回の目的は聖アポリナーレ・ヌオーボ教会です。モザ
イクの町と言われる程絵画の多くがモザイクで描かれていて、聖書
が題材です。見聞き読み描きと言われる、このモザイク画は、信仰
を持って聖書の場面を見つめるように示されています。教会の祭壇
に向かって右上は殉教者「聖人男性達」、左上は「聖女達」とイエス・
キリストの玉座へ向かって行列しています。

諸聖人の連願の祈りの中で、「主よ哀れみ給え」「我らのために祈
り給え」「主よ我らを救い給え」「主よ我らの祈りをききたまえ」叙
階式に諸聖人（証聖者、殉教者）私たちの為に祈って下さい。取り
次ぎ者としてお願いします。

教
会
ご
よ
み
（
六
月
）
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日 曜 典　礼（ミ　サ）　 備　　　　考 そ　の　他

　３ 水 聖書の分かち合いと祈りの会（１０：００）

　５ 金 初金ミサ ( ９：３０)

　７ 日 主日ミサ ( ９：００) キリストの聖体 [ 祭 ]

１０ 水 聖書の会 ( １０：００)　　　　　　

１２ 金 祭日ミサ ( ９：３０) イエスのみ心 [ 祭 ]

１４ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第１１主日 教会委員会

１７ 水 聖書の会 ( １０：００)

１９ 金 週日ミサ ( ９：３０)

２１ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第１２主日 ミニバザー

２４ 水 祭日ミサ ( ９：３０) 洗礼者聖ヨハネの誕生 [ 祭 ] 聖書の会 ( １０：００)

２６ 金 週日ミサ ( ９：３０)

２８ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第１３主日　子どもミサ

２９ 月 祭日ミサ ( ９：３０) 聖ペトロ・聖パウロ使徒 [ 祭 ]



－ ２ －

天体観察に参加して

前々から是非参加したいと待ち望んでいた天体観察会の４月２４日がやってきました。当日は

生憎と曇っていて、三日月より少し大きい月も雲でぼやけており、観察が危ぶまれましたが、教

会に着いてみると、すでに望遠鏡が設置されており、新集会室では皆さんが「ガリレオ　ガリレイ」

のビデオを観ていました。

程なく、「星が見えるので、順次見に来てください」との案内があり、子ども達の後に続いて

月と木星を望遠鏡で覗きました。木星特有の縞模様や、ガリレオが発見

したという４個の衛星のうち裏側に隠れていたイオ以外のエウロパ、カ

リスト、ガニメデも初めて自分の目で見ることができました。木星は惑

星探査機ボイジャーが撮影した鮮明な画像が知られていますが、小さく

しか見えなくても、自分の目で見るのは感動ものでした。

ビデオの続きを見終わって帰る時には、もう星は雲に隠れてまったく

見えなくなっていました。

観察会を企画、準備してくださった先生方に感謝いたします。

( 中島 南海夫 )

５月 17 日（日）今年も第５地区合同運動会が行われました。（於　湘南白百合学園小学校）

要理学校から、子供たちと保護者、計 19 名が参加しました。

晴天に恵まれた一日、子供たちの感想を紹介します。（敬称略）

お手伝いくださった井上さんと、いつも子供たちのためにお祈りくださっている中和田教会の皆様に感謝いたし

ます。これからもよろしくお願いします。　		 	 	 	 	 	 （要理 G　硲 ひとみ）

第５地区合同運動会を終えて

4 位でむちゃくちゃ悔しかった。パンを取ろうとした

ら他の子にダメと言われて、小さいパンを取った。 

残念だった。（ゆうたろう）

くやしかったけれど、パン食い競争でクリームパンが

とれて嬉しかった。（みのり）

4位で悔しかったけれど、参加できてよかった。（えみ）

負けてサイアクだった。（はるき）

負けて残念だった。（りくひろ）

かけっこが 1番でうれしかった。（あおい）

パン食い競争で妖怪ウォッチのパンがとれて嬉しかっ

た。（らん）

お昼のおそうめんが冷たくておいしかった。（はな）



－ ３ －

２０１５年４月、戸塚教会福祉部が中心となりボランティアとしての「戸塚お茶っこ隊」が結成されま

した。震災直後から継続的に被災地東北でボランティア活動をなさっている佐野純三さんに、なぜ今なの

か、またどのように運営されるのか、お話を伺いました。

東日本大震災から４年経った今も、未だに２０万人以上もの被災された方々が狭い仮設住宅等で生活さ

れており、ストレスのため、ＤＶ、いじめ、鬱、アルコール依存症などが増加傾向にあります。また復興

住宅も準備され始めてはいますが、既に問題になっている個人的喪失感や浜（集落）の分裂等、日々様々

な困難を抱えて生活されています。そういう方々のために遠隔地からボランティアが通うということは、

その存在自体が「あなた方のことを忘れていませんよ」「一緒にいますよ」という大きな励ましになってい

ると感じています。司教様方は今後も被災者の方々に継続的に寄り添うことを勧められています。

宮城県にある米川は三陸海岸から少し内陸に入ったところにあり、ボランティアが不足している地域で

す。そこで戸塚教会はカリタス・ジャパン米川ベースと協力して今年４月から２年間、隔週火曜日に宮城

県三陸町にある仮設住宅のお茶っこに「お茶っこ隊」を派遣することを決定しました。「お茶っこ」とは

仮設住宅にある集会所等でお茶を飲みつつお話を聴き、また歌や踊り、手芸を通じて被災された方々とボ

ランティア、カリタスのスタッフで時間を共有する場です。

交通費は献金である程度賄っていますが、本人負担も少なからずあります。

時間と体を使い、その上経費を負担し犠牲を払って行く奉仕活動だからこそ被

災者の方々に届くメッセージと意味があるのではないでしょうか。お年寄りの

東北方言は分かりにくくても遠くから来たボランティアというだけで喜ばれ、

必要とされていることが感じられます。

お茶っこ隊には既に多くの参加がありますが、他に漁業や農業ボランティア

も必要とされています。今からでも決して遅いということはありません。今後

何等かの東北復興支援に関心がある方は、まずは一度ボランティアに参加して

何が必要とされているか、ご自分なりに感じてほしいと思います。

（聞き手　広報 G 　今井 暁子）

～ 戸塚教会　福祉部に聞く～

「 東 北 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 」

予告 第４８回横浜教区一粒会大会のお知らせ 予告 第４８回横浜教区一粒会大会のお知らせ募集 祈りと交流のひととき

今年の一粒会大会は下記の予定で開催されます。

司祭召命のため、多くの皆様、特に小・中・髙生のご

参加をお願いします。

テーマ：小教区は司祭召命の畑～司祭を生み出す豊か

な畑となるために～

日　時：１０月１２日（月・体育の日）

　　　　午前９：４５～午後３：１５

会　場：カリタス女子中学高等学校（川崎市中野島）

申込締切：８月９日（日）・・・後日申込書を掲示します。

詳細はポスター、チラシをご覧ください。

( 宣教Ｇ・一粒会担当　井上 昭男 )

聖書のみことばに耳を傾け、心に響いたことを分ち合

うひとときをご一緒に過ごしませんか。

月に一回、第一水曜日、１０時～１２時までいたします。

継続的なものではありませんので、ご都合に合わせて

お出かけください。

お待ちしています。

（宣教Ｇ・担当　岩崎  好愛）



＜
5
月
10
日
（
日
）
13
名
出
席 ＞

■
日
野
神
父
様
の
お
話

・
今
日
は
世
界
広
報
の
日
で
す
。
中
和
田

教
会
も
掲
示
板
に
聖
書
の
み
言
葉
を
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
求
道
者
が
も
っ

と
増
え
る
よ
う
に
、
教
会
の
宣
伝
や
広

告
な
ど
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

●
副
委
員
長
（
岩
崎
）

・
来
週
の
日
曜
日
に
、
第
５
地
区
共
同
宣

教
司
牧
委
員
会
に
出
席
す
る
予
定
で
す
。

分
担
金
を
持
参
し
た
い
。

●
財
務
（
甲
斐
）

・
一
般
会
計
月
次
報
告
、
建
設
会
計
月
次
報

告
、
愛
の
献
金
月
次
報
告
が
行
わ
れ
た
。

●
バ
ザ
ー
委
員
会
（
小
野(

和)

）

・
４
月
26
日
に
、
第
２
回
バ
ザ
ー
委
員
会

が
行
わ
れ
た
。
６
月
21
日(

日)

に
ミ
ニ

バ
ザ
ー
を
行
う
予
定
。
ミ
サ
後
か
ら
12

時
迄
で
、
売
り
物
は
古
着
、
野
菜
、
園

芸
品
、
手
芸
品
な
ど
。
お
茶
の
用
意
も

し
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
近
隣

に
も
配
る
予
定
。

●
要
理
（
大
宮(

ひ)

）

・
５
月
17
日
に
第
５
地
区
運
動
会
が
行
わ
れ

る
。
当
日
、
子
ど
も
達
は
不
在
に
な
る
。

・
初
聖
体
の
た
め
の
勉
強
の
参
加
者
は
５

名
（
内
１
年
生
２
名
）。
子
ど
も
達
は
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

●
行
事
（
井
上
）

・
来
年
、
日
野
神
父
様
は
金
祝
な
の
で
、

そ
の
た
め
の
お
祝
い
の
準
備
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

●
総
務
（
上
野
）

・
６
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
。

●
信
徒
の
会
（
岩
渕
）

・
５
月
17
日(

日)

の
植
木
の
剪
定
の
時
に
、

お
茶
出
し
を
す
る
。

●
広
報
（
武
田
）

・
原
稿
依
頼
（
締
切
５
月
26
日
）

●
建
物
を
考
え
る
会
・
営
繕(

五
十
嵐)

・
５
月
17
日
に
草
取
り
と
庭
木
の
剪
定
を

す
る
。
雨
天
時
は
、
５
月
24
日
。

●
福
祉
（
楠
田
）

・
梅
村
司
教
様
か
ら
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
者
の
社
会
復
帰
の
た
め
の
施
設
開
設

支
援
の
寄
付
の
お
願
い
が
来
て
い
る
。

→
当
教
会
の
対
応
は
、
近
隣
教
会
の
情
報

を
得
て
か
ら
検
討
す
る
。

・
ネ
パ
ー
ル
災
害
に
む
け
て
の
寄
付
の
箱

を
出
す
。

・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
た
め
に
、
お
米
を

戸
塚
教
会
に
送
っ
た
。

●
宣
教
（
岩
崎
）

・
４
月
の
湘
南
キ
リ
ス
ト
教
セ
ミ
ナ
ー
の

実
行
委
員
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
。

＊
開
催
日
は
、
11
月
７
日
（
土
）
午
後

＊
講
師
は
、
暮
林
響
神
父
様
（
名
古
屋
・

神
言
会
）

＊
テ
ー
マ
：
（
予
）「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇

様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、
教
皇
様
っ

て
こ
ん
な
方
」

・
中
高
生
会
関
係

① 

第
12
回
プ
チ
高
校
生
大
会
（
於
：
中
原

教
会　

参
加
者
：
石
井
太
一
君
）

② 

中
和
田
中
高
生
会
（
５
月
23
日
か
30
日
）

・
教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー
会
関
係

① 

運
動
会(

第
５
地
区
、
雪
ノ
下
、
港
南

台
合
同)

   

５
月
17
日
（
日
）
於
：
湘
南
白
百
合
学
園

② 

夏
季
キ
ャ
ン
プ

   

８
月
７
日
（
金
）
～
９
日
（
日
）

   

於
：
静
岡
聖
光
学
園

・
理
科
教
材
の
配
布
（
近
隣
の
小
中
学
校
へ
）

   

５
月
16
日
（
土
）
14
～
16
時

   

森
脇
先
生
の
養
殖
さ
れ
た
、
水
中
微
生

物
・
食
虫
植
物
な
ど
を
配
布
の
予
定
。

・「
聖
書
の
分
か
ち
合
い
と
祈
り
の
会
」
を

始
め
ま
す
。

　

毎
月
、
第
１
水
曜
日　

10
～
12
時

・「
キ
リ
ス
ト
教
入
門
講
座
・
受
講
者
募
集
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
版
に
貼
り
ま
す
。

●
典
礼
（
小
野
）

・
５
～
６
月
の
典
礼
暦
確

認
。

・
聖
週
間
の
振
り
返
り
／
反

省
事
項

＊
洗
足
式
（
聖
木
曜
日
）
を
、

来
年
度
は
や   

る
こ
と
を

前
提
と
し
て
検
討
を
進
め

る
。

＊
枝
の
祝
福
～
行
列
の
開

始
時
に
、
集
会
室
の
方
に

入
っ
た
信
徒
の
方
々
か
ら

は
司
祭
が
見
え
に
く
か
っ

た
の
で
、
来
年
は
気
を
つ

け
る
。（
集
会
室
は
、
雨
天
時
の
予
備
ス

ペ
ー
ス
だ
っ
た
）

・
５
月
31
日
（
三
位
一
体
の
主
日
）
ミ
サ

後
の
典
礼
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

   

５
月
は
マ
リ
ア
様
の
月
で
、
そ
の
最
終

主
日
で
も
あ
る
の
で
、
庭
の
マ
リ
ア
像

の
前
に
集
ま
っ
て
祈
り
（
ロ
ザ
リ
オ
）

を
さ
さ
げ
る
。
別
途
案
内
を
出
す
。

■
そ
の
他
報
告
事
項

・
月
修
配
布
資
料
が
、
配
布
さ
れ
た
。

・
教
区
よ
り
、「
教
会
建
物
に
対
す
る
考
え

方
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
き
て
お
り
、
７

月
に
回
答
す
る
。

・「
教
会
建
物
の
将
来
を
考
え
る
会
」
の
発

足
に
と
も
な
い
、
メ
ン
バ
ー
募
集
の
お

知
ら
せ
を
し
た
が
、
教
会
委
員
会
か
ら

も
協
力
し
て
ほ
し
い
。

■
そ
の
他

・
教
会
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
の

月
定
献
金
の
集
金
の
方
法
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
。　
　
　

以
上

（
次
回
委
員
会　

６
月
14
日
）

－ ４ －

委
員
会
だ
よ
り

（
文
中
敬
称
略
）


